
 

 

 

平成 30年度 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第１回 地域福祉部会 

 

日 時：平成 30 年 2月 13日（水） 18時 30分～19時 25分 

 

場 所：北広島市役所 4 階 4Ｃ・4Ｄ 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員 

出席者：小早川委員（部会長） 

石丸委員（職務代理者）  

今井委員 

奥田委員 

小池委員  

大西委員  

村上委員  

川島委員 

 

◇事務局 

奥山福祉課長 

尾崎健康推進課長 

     渡邉福祉課主査 

     前原福祉課主査 

     野切健康推進課主査 

影久健康推進課主査 

     伊藤福祉課主事 

     林福祉課主事      

◇傍聴者 ０名 

≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶  

 

３ 協議事項： 

（１）第 4 期地域福祉計画の進捗状況について 

事務局：第 4期地域福祉計画の進捗状況（平成 30 年度）について説明。 

部会長：事務局からの説明について、質問はないか。 

委 員：災害時の支援等に関する取り組みについいてお伺いします。自治会町内会と協定を結

議事概要 



んで名簿を発行するとなっているかと思われますが 

北広島市ではどれぐらいの自治会町内会が協定を結ばれているのか。 

事務局：情報提供をしている自治体町内会を含む団体は、21団体となっております。 

そのうち自治会町内会は 16団体となっております。 

委 員：特に地震の後に、協定締結団体が増えた傾向にあるのか。 

事務局：地震後は、締結に至った団体は 1つとなりますが問い合わせ件数は増えております。 

委 員：子どもの虐待について、話題になっていますが、北広島市では相談件数を見ると件数

が減っていると見えますが、家庭相談員が 4名の方で対応していると考えると、一人

当たりの件数が多く、相当厳しい状況ではないかと推測され、相談を受ける人の人数

が少ないかと感じておりますが、市としてはどのように対応をするように考えている

のか教えてください。 

事務局：相談員は 4 名体制となっておりますが、虐待を取り巻く環境は、高齢者宅のお孫さん

の事例、障がいをお持ちの方の家庭、いろいろなパターンが想定されます。支援体制

の窓口としては、子ども家庭課であったり、福祉課に配置された専門職である保健師、

社会福祉士が対応をすることとなりますので、支援員と専門職が連携をとりながら総

合的に対応をしております。体制が十分であるかと聞かれますとまだ検討する余地は

ありますが、各部署で連携をしながら進めていきたいと考えております。 

子育て世代包括支援センターのシステムも今後動いてまいりますので、その際にも検

討を重ねてまいります。 

（２）健康づくり計画（第４次）の進捗状況について 

事務局：健康づくり計画（第 4 次）の進捗状況（平成 30 年度）について説明。 

部会長：事務局からの説明について、質問はないか。 

（質問なし） 

 

４ その他 

特になし 

 

５ 閉会 


